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本誌について本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）（KCI）が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴
史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、
研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここから研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここから
始まります。始まります。

京都服飾文化研究財京都服飾文化研究財団団（（KKCCII））ととはは

京都服飾文化研究財団京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）は、は、
西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す
る機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立される機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立され
ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、
文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結
果を国内外での展覧会果を国内外での展覧会（「ドレス・コード ?（「ドレス・コード ?－－着る人たちのゲーム」展、着る人たちのゲーム」展、
「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「モードのジャポニスム」「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「モードのジャポニスム」
展など）展など）や、研究誌や、研究誌『Fashion Talks...』『Fashion Talks...』の発行を通じて公開しています。の発行を通じて公開しています。
Website  https://www.kci.or.jp/Website  https://www.kci.or.jp/
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出版社：Buisson出版社：Buisson
発行年：1789年発行年：1789年
  発行地：パリ  発行地：パリ

表 紙 の 収 蔵 品

『Magasin des modes nouvelles, françaises et anglaises』誌より『Magasin des modes nouvelles, françaises et anglaises』誌より

2020

『Magasin des modes nouvelles, françaises et anglaises『Magasin des modes nouvelles, françaises et anglaises
（フランスとイギリスの新しいモード誌）（フランスとイギリスの新しいモード誌）』は1786年から1789年まで、』は1786年から1789年まで、

月3回の頻度で発行されたフランスの情報誌。1785年創刊の月3回の頻度で発行されたフランスの情報誌。1785年創刊の

『Cabinet des modes, ou, les modes nouvelles』 誌を引『Cabinet des modes, ou, les modes nouvelles』 誌を引

き継ぐかたちで刊行した。本誌は縦17cm、横10.5cmの小き継ぐかたちで刊行した。本誌は縦17cm、横10.5cmの小

型版。パリの催事や社交界の情報、詩などの文芸、当時の型版。パリの催事や社交界の情報、詩などの文芸、当時の

ファッションに関する情報が全8ページで構成される。また、ファッションに関する情報が全8ページで構成される。また、

毎号毎号33枚差し込まれたファッション・イラストは手彩色銅版画枚差し込まれたファッション・イラストは手彩色銅版画

という当時の最も新しいメディア。流行を知るうえで迅速かつという当時の最も新しいメディア。流行を知るうえで迅速かつ

仔細な情報として上流階級の人々の心をつかんだ。仔細な情報として上流階級の人々の心をつかんだ。

「ドレス・コード？「ドレス・コード？−−着る人たちのゲーム」展着る人たちのゲーム」展

京都国立近代美術館　2019年京都国立近代美術館　2019年
©京都服飾文化研究財団　福永一夫撮影©京都服飾文化研究財団　福永一夫撮影



（上）室生犀星『動物詩集』（室生洲々子編  挿画・

刺繍：グレゴリ青山  龜鳴屋刊）の表紙となった刺
繍作品。

（右）昨今必需品となったマスクに、横溝正史の
傑作推理小説『犬神家の一族』の登場人物、ス
ケキヨ（犬神佐清）を大胆に刺繍。右ページのマ
フラーにも同じく『犬神家の一族』からのワンシー
ンをさりげなく刺繍。いずれもグレゴリ青山作。
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漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
京
都
府
生
ま
れ
。
旅
や
日
常

漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
京
都
府
生
ま
れ
。
旅
や
日
常

の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
独
特
な
漫
画
に
仕
立
て
、
人
気
を
博
す
。

の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
独
特
な
漫
画
に
仕
立
て
、
人
気
を
博
す
。

近
著
に
『
京
都
深
掘
り
さ
ん
ぽ
』

近
著
に
『
京
都
深
掘
り
さ
ん
ぽ
』（
小
学
館
、

（
小
学
館
、2
0
2
0

2
0
2
0
年
）
年
）、『
グ
レ

、『
グ
レ

さ
ん
ぽ

さ
ん
ぽ  

猫
と
か
キ
モ
ノ
と
か
京
都
と
か
』

猫
と
か
キ
モ
ノ
と
か
京
都
と
か
』（
小
学
館
、

（
小
学
館
、2
0
2
0

2
0
2
0
年
）
年
）。。

ま
た
、
京
都
国
立
博
物
館
を

ま
た
、
京
都
国
立
博
物
館
を

紹
介
す
る
エ
ッ
セ
イ
漫
画
『
グ

紹
介
す
る
エ
ッ
セ
イ
漫
画
『
グ

レ
ゴ
リ
青
山
の
深
掘
り
！
京

レ
ゴ
リ
青
山
の
深
掘
り
！
京

博
さ
ん
ぽ
』
を
同
館
ホ
ー
ム

博
さ
ん
ぽ
』
を
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
毎
月
連
載
中
。

ペ
ー
ジ
で
毎
月
連
載
中
。

著
名
人
が
各
々
の
目
を
通
し
、
Ｋ
Ｃ
Ｉ
の
収
蔵
品
を

著
名
人
が
各
々
の
目
を
通
し
、
Ｋ
Ｃ
Ｉ
の
収
蔵
品
を

語
る
「
一
人
一
品
」。

語
る
「
一
人
一
品
」。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
漫
画
家
の
グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
漫
画
家
の
グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん

で
す
。

で
す
。

グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
は
漫
画
執
筆
の
か
た
わ
ら
、
パ
ッ

グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
は
漫
画
執
筆
の
か
た
わ
ら
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
や
刺
繍
な
ど
の
手
芸
、
服
作
り
に
も
没
頭

チ
ワ
ー
ク
や
刺
繍
な
ど
の
手
芸
、
服
作
り
に
も
没
頭

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
か
。

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
か
。

そ
ん
な
グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
が
選
ん
だ
Ｋ
Ｃ
Ｉ
収
蔵

そ
ん
な
グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
が
選
ん
だ
Ｋ
Ｃ
Ｉ
収
蔵

品
は
、
豪
奢
な
刺
繍
を
施
し
た

品
は
、
豪
奢
な
刺
繍
を
施
し
た
1818
世
紀
の
男
性
服
。

世
紀
の
男
性
服
。

今
回
の
「
一
人
一
品
」
で
は
、
こ
の
作
品
の
見
聞
録

今
回
の
「
一
人
一
品
」
で
は
、
こ
の
作
品
の
見
聞
録

を
漫
画
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
漫
画
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
レ
ゴ
リ
青
山

グ
レ
ゴ
リ
青
山
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18世紀の宮廷用紳士服の一つ、アビ・ア・ラ・フランセーズは、18世紀の宮廷用紳士服の一つ、アビ・ア・ラ・フランセーズは、

アビ（ジャケット）、ジレ（ベスト）、キュロット（パンツ）で構成アビ（ジャケット）、ジレ（ベスト）、キュロット（パンツ）で構成

される。本品は、18世紀後期に流行した縞柄と草花文様の繊細される。本品は、18世紀後期に流行した縞柄と草花文様の繊細

なデザインが特徴的で、ロココ時代の趣味の良さが表れた逸品。なデザインが特徴的で、ロココ時代の趣味の良さが表れた逸品。

縞柄の絹ブロケード地のアビには、シークインとミラー・ビーズ、縞柄の絹ブロケード地のアビには、シークインとミラー・ビーズ、

白い絹糸で精緻な草花刺繍が施されている。また、ジレは絹カヌレ地白い絹糸で精緻な草花刺繍が施されている。また、ジレは絹カヌレ地

のうえにアビと同様のモチーフが紫の絹糸で刺繍され、アビとののうえにアビと同様のモチーフが紫の絹糸で刺繍され、アビとの

絶妙な調和がなされている。絶妙な調和がなされている。

男性用スーツ男性用スーツ
（アビ・ア・ラ・フランセーズ）（アビ・ア・ラ・フランセーズ）

1780年頃　フランス製1780年頃　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影　京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影　

グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
が
選
ん
だ
収
蔵
品

グ
レ
ゴ
リ
青
山
さ
ん
が
選
ん
だ
収
蔵
品
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男性用スーツ男性用スーツ（アビ・ア・ラ・フランセーズ）（アビ・ア・ラ・フランセーズ）の一部の一部

「グレーヌの悦び」完
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珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫 —

そ
こ
は
ま
さ
に
「
驚
異
の
部
屋
」。

京都服飾文化研究財団所蔵　京都服飾文化研究財団所蔵　
成田舞撮影成田舞撮影

作りかけのブラウス、ではない。袖や脇布が

なく、前後の生地も異様に短いが、これもれっ

きとしたファッション・アイテム。欧米で

「シュミゼット」と呼ばれ、19世紀の女性たち

に広く愛用された。着かたは簡単。ブラウス

のように上衣の下に装着するだけ。それから

付け袖も。そしてあたかも「ブラウスを着てい

ます」という顔をすればよし。見えない部分は

省略、という近代服飾の隠れた一端である。

（筒井）

シュミゼットシュミゼット

 素材：綿、貝（ボタン）

原産国：欧州

製作年：1850〜70年

参考  『Journal des demoiselles 』参考  『Journal des demoiselles 』（1857年）（1857年）よりより

京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵
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K
C
I

K
C
I
（
以
下
、

（
以
下
、
KK
））：：
こ
れ
ま
で
本
誌
で

こ
れ
ま
で
本
誌
で
22
回
に
わ
た
り
、
青
木
さ
ん
に

回
に
わ
た
り
、
青
木
さ
ん
に
1818
世
紀
の
「
緑
」

世
紀
の
「
緑
」

「
赤
」
の
染
色
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
最
終
回
の
今
回
は
、

「
赤
」
の
染
色
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
最
終
回
の
今
回
は
、
1919
世
紀
の
鮮
や
か
な
「
紫
」

世
紀
の
鮮
や
か
な
「
紫
」

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
青
木
（
以
下
、
青
）

（
以
下
、
青
）：：
こ
の
連
載
が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て

こ
の
連
載
が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、

い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
1919
世
紀
の
合
成
染
料
の
紫
で
し
ょ
う
？
実
は
当
時
の
実
物
の
色
を
見

世
紀
の
合
成
染
料
の
紫
で
し
ょ
う
？
実
は
当
時
の
実
物
の
色
を
見

る
の
は
今
日
が
初
め
て
な
ん
で
す
よ
！

る
の
は
今
日
が
初
め
て
な
ん
で
す
よ
！

KK
：：
そ
う
な
ん
で
す
か
！
過
去

そ
う
な
ん
で
す
か
！
過
去
22
回
は
植
物
か
ら
抽
出
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
天
然
染
料
」
に

回
は
植
物
か
ら
抽
出
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
天
然
染
料
」
に

よ
る
染
色
で
し
た
が
、
今
回
は
人
工
的
に
作
っ
た
「
合
成
染
料
」
で
す
。

よ
る
染
色
で
し
た
が
、
今
回
は
人
工
的
に
作
っ
た
「
合
成
染
料
」
で
す
。

青
：
青
：
し
か
も
、
人
類
初
の
合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」

し
か
も
、
人
類
初
の
合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」（
注
（
注
11
））
で
す
も
の
ね
。

で
す
も
の
ね
。

KK
：：
は
い
。「
モ
ー
ヴ
」
で
染
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
紫
色
の
作
品
で
す
。
こ
ち
ら
が

は
い
。「
モ
ー
ヴ
」
で
染
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
紫
色
の
作
品
で
す
。
こ
ち
ら
が

1
8
6
5

1
8
6
5
年
頃
に
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
絹
製
の
ド
レ
ス
で
す

年
頃
に
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
絹
製
の
ド
レ
ス
で
す
（
図
（
図
11
））。。

青
：
青
：
あ
あ
！
想
像
し
て
い
た
紫
に
近
い
で
す
ね
。
赤
紫
と
い
う
か
…
。
本
当
に
鮮
や
か
だ
な
ぁ
。

あ
あ
！
想
像
し
て
い
た
紫
に
近
い
で
す
ね
。
赤
紫
と
い
う
か
…
。
本
当
に
鮮
や
か
だ
な
ぁ
。

KK
：：
目
が
覚
め
る
よ
う
な
ビ
ビ
ッ
ド
な
色
で
す
よ
ね
。「
モ
ー
ヴ
」
と
い
う
と
「
薄
紫
」
と

目
が
覚
め
る
よ
う
な
ビ
ビ
ッ
ド
な
色
で
す
よ
ね
。「
モ
ー
ヴ
」
と
い
う
と
「
薄
紫
」
と

訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
確
か
に
灰
味
が
か
っ
た
紫
を
指
し
た
り
も
し
ま
す
が
、
染
め
る
生

訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
確
か
に
灰
味
が
か
っ
た
紫
を
指
し
た
り
も
し
ま
す
が
、
染
め
る
生

地
に
よ
っ
て
紫
の
諧
調
は
広
い
と
考
え
て
良
い
か
と
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ビ
ッ
ド
な
紫
は
当
時

地
に
よ
っ
て
紫
の
諧
調
は
広
い
と
考
え
て
良
い
か
と
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ビ
ッ
ド
な
紫
は
当
時

の
欧
州
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
相
当
に
鮮
烈
な
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
な
ん
て

の
欧
州
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
相
当
に
鮮
烈
な
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
な
ん
て

奇
抜
な
色
！
」
と
。

奇
抜
な
色
！
」
と
。

青
：
青
：
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
見
ら
れ
な
い
色
合
い
で
す
か
ら
！

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
見
ら
れ
な
い
色
合
い
で
す
か
ら
！

  

＊
染
色
も
の
が
た
り
①

＊
染
色
も
の
が
た
り
①  

②
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

②
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

前
々
号
、
前
号
に
続
き
、
京
都
市
内
の
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を
営
む

前
々
号
、
前
号
に
続
き
、
京
都
市
内
の
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を
営
む

青
木
正
明
さ
ん
に

青
木
正
明
さ
ん
に
K
C
I

K
C
I
の
収
蔵
品
の
色
と
そ
の
染
め
技
法
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

の
収
蔵
品
の
色
と
そ
の
染
め
技
法
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

KC I収蔵品

紫色の絹タフタによるツーピース・ドレス。上半身にぴったりと合ったボディス、大きく膨らんだスカートは紫色の絹タフタによるツーピース・ドレス。上半身にぴったりと合ったボディス、大きく膨らんだスカートは
1860年代半ばの典型的なシルエットを示す。19世紀後期の欧州では裕福な市民階級が増え、流行のファッ1860年代半ばの典型的なシルエットを示す。19世紀後期の欧州では裕福な市民階級が増え、流行のファッ
ションを楽しめる人口が急増した。ションを楽しめる人口が急増した。

1865年頃　イギリス製　京都服飾文化研究財団所蔵　畠山崇撮影1865年頃　イギリス製　京都服飾文化研究財団所蔵　畠山崇撮影

▲染色ものがたり①▲染色ものがたり①

▼染色ものがたり②▼染色ものがたり②

デイ・ドレスデイ・ドレス

京
都
市 

染
色
も
の
が
た
り
③

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る

技
法
や
素
材
を
手
が
か
り
に
、

各
地
を
訪
れ
ま
す
。

図1　本品のボディス。「モーヴ」で染図1　本品のボディス。「モーヴ」で染
められたと考えられる。鮮明な発められたと考えられる。鮮明な発
色で退色もあまり見られない。色で退色もあまり見られない。

https://w
w

w.kci.or.jp/publication/pdf/pr/fukuw
om

eguru_018.pdf
https://w

w
w.kci.or.jp/publication/pdf/pr/fukuw

om
eguru_018.pdf

https://w
w

w.kci.or.jp/publication/pdf/pr/fukuw
om

eguru_019.pdf
https://w

w
w.kci.or.jp/publication/pdf/pr/fukuw

om
eguru_019.pdf



17 16服をめぐる  2 0

KK
：：
こ
の
「
モ
ー
ヴ
」
は
瞬
く
間
に
流
行
に
な
っ
て
、
当
時
、
街
中
に
溢
れ
た
と
言
わ
れ
て

こ
の
「
モ
ー
ヴ
」
は
瞬
く
間
に
流
行
に
な
っ
て
、
当
時
、
街
中
に
溢
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

青
：
青
：
面
白
い
で
す
ね
。
今
で
い
う
「
流
行
色
」
で
す
ね
。

面
白
い
で
す
ね
。
今
で
い
う
「
流
行
色
」
で
す
ね
。

KK
：：
1919
世
紀
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分
野
で
も
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、

世
紀
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分
野
で
も
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、

合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
は
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
は
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

青
：
青
：
そ
れ
ま
で
草
木
や
小
さ
な
虫
か
ら
苦
労
し
て
色
素
を
抽
出
し
て
服
を
染
め
て
い
た
わ
け

そ
れ
ま
で
草
木
や
小
さ
な
虫
か
ら
苦
労
し
て
色
素
を
抽
出
し
て
服
を
染
め
て
い
た
わ
け

で
す
か
ら
ね
。
合
成
染
料
は
錬
金
術
み
た
い
な
も
ん
で
す
よ
。

で
す
か
ら
ね
。
合
成
染
料
は
錬
金
術
み
た
い
な
も
ん
で
す
よ
。

KK
：：「
モ
ー
ヴ
」は
若
い
化
学
者
が
偶
然
に
発
見
し
た
色
素
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
？

「
モ
ー
ヴ
」は
若
い
化
学
者
が
偶
然
に
発
見
し
た
色
素
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
？

青
：
青
：
は
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ー
キ
ン

は
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ー
キ
ン
﹇﹇
1
8
3
8

1
8
3
8

－－

1
9
0
7

1
9
0
7
﹈（
図
﹈（
図
22
））
と
い
う

と
い
う

化
学
者
で
、
発
見
当
時
は

化
学
者
で
、
発
見
当
時
は
1818
才
く
ら
い
で
す
。

才
く
ら
い
で
す
。

KK
：：
そ
ん
な
に
若
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
確
か
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
は

そ
ん
な
に
若
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
確
か
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
は
1
8
5
6

1
8
5
6
年
で
し
た
ね
。

年
で
し
た
ね
。

青
：
青
：
そ
う
で
す
。
パ
ー
キ
ン
は
と
て
も
優
秀
な
学
生
で
、
飛
び
級
で
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
化
学

そ
う
で
す
。
パ
ー
キ
ン
は
と
て
も
優
秀
な
学
生
で
、
飛
び
級
で
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
化
学

大
学
に
入
る
ん
で
す
け
ど
、
当
時
、
有
機
化
学
の
分
野
で
最
も
著
名
な
化
学
者
の
一
人
だ
っ
た

大
学
に
入
る
ん
で
す
け
ど
、
当
時
、
有
機
化
学
の
分
野
で
最
も
著
名
な
化
学
者
の
一
人
だ
っ
た

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ
ン

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
﹇﹇
1
8
1
8

1
8
1
8

－－

1
8
9
2

1
8
9
2
﹈﹈
に
弟
子
入
り
す
る

に
弟
子
入
り
す
る

ん
で
す
ね
。
ホ
フ
マ
ン
先
生
は
ア
ニ
リ
ン

ん
で
す
ね
。
ホ
フ
マ
ン
先
生
は
ア
ニ
リ
ン
（
図
（
図
33
））
と
い
う
染
料
を
は
じ
め
、
様
々
な
有
機
化

と
い
う
染
料
を
は
じ
め
、
様
々
な
有
機
化

合
物
の
合
成
原
料
と
な
る
重
要
な
物
質
を
見
つ
け
、
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
の
当

合
物
の
合
成
原
料
と
な
る
重
要
な
物
質
を
見
つ
け
、
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
た
パ
ー
キ
ン
は
こ
の
ア
ニ
リ
ン
と
い
う
物
質
を
も
と
に
、
自
分
も
何
か
新
し
い
も

た
り
に
し
た
パ
ー
キ
ン
は
こ
の
ア
ニ
リ
ン
と
い
う
物
質
を
も
と
に
、
自
分
も
何
か
新
し
い
も

の
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
奮
起
す
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
マ
ラ
リ
ア
の
特

の
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
奮
起
す
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
マ
ラ
リ
ア
の
特

効
薬
の
開
発
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

効
薬
の
開
発
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

KK
：：
キ
ニ
ー
ネ
、
で
す
ね
。
合
成
染
料
の
発
見
は
キ
ニ
ー
ネ
の
合
成
実
験
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
、

キ
ニ
ー
ネ
、
で
す
ね
。
合
成
染
料
の
発
見
は
キ
ニ
ー
ネ
の
合
成
実
験
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
、

と
書
物
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

と
書
物
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

青
：
青
：
そ
う
で
す
。
キ
ニ
ー
ネ
は
、
も
と
も
と
キ
ナ
の
葉
っ
ぱ
の
な
か
に
あ
る
物
質
で
、

そ
う
で
す
。
キ
ニ
ー
ネ
は
、
も
と
も
と
キ
ナ
の
葉
っ
ぱ
の
な
か
に
あ
る
物
質
で
、
1919
世
紀
世
紀

初
頭
に
抽
出
に
成
功
し
て
い
る
ん
で
す
が
、「
わ
ざ
わ
ざ
葉
っ
ぱ
か
ら
取
ら
な
く
て
も
、
ア

初
頭
に
抽
出
に
成
功
し
て
い
る
ん
で
す
が
、「
わ
ざ
わ
ざ
葉
っ
ぱ
か
ら
取
ら
な
く
て
も
、
ア

ニ
リ
ン
か
ら
作
れ
る
か
も
？
」
と
パ
ー
キ
ン
は
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
彼
は
様
々
な
実
験

ニ
リ
ン
か
ら
作
れ
る
か
も
？
」
と
パ
ー
キ
ン
は
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
彼
は
様
々
な
実
験

を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
な
か
の
失
敗
作
の
液
が
た
ま
た
ま
紫
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
な
か
の
失
敗
作
の
液
が
た
ま
た
ま
紫
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

KK
：：
そ
れ
が
染
料
に
な
る
と
パ
ー
キ
ン
は
気
付
い
た
？

そ
れ
が
染
料
に
な
る
と
パ
ー
キ
ン
は
気
付
い
た
？

青
：
青
：
う
〜
ん
。
彼
の
自
伝
を
読
ん
で
も
、
そ
の
時
の
こ
と
は
あ
ま
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
な

う
〜
ん
。
彼
の
自
伝
を
読
ん
で
も
、
そ
の
時
の
こ
と
は
あ
ま
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
な

い
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
他
の
色
で
は
な
く
紫
だ
っ
た
、

い
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
他
の
色
で
は
な
く
紫
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
ょ
う
ね
。

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
ょ
う
ね
。

KK
：：
貝
紫
！

貝
紫
！

青
：
青
：
そ
う
で
す
。
紫
は
非
常
に
得
難
い
色
で
し
た
。
特
に
鮮
や
か
な
紫
は
特
権
階
級
の
色
で

そ
う
で
す
。
紫
は
非
常
に
得
難
い
色
で
し
た
。
特
に
鮮
や
か
な
紫
は
特
権
階
級
の
色
で

し
た
よ
ね
。

し
た
よ
ね
。

KK
：：
は
い
。
高
貴
な
色
と
し
て
欧
州
で
は
長
ら
く
尊
ば
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

は
い
。
高
貴
な
色
と
し
て
欧
州
で
は
長
ら
く
尊
ば
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

青
：
青
：
染
料
を
得
る
た
め
に
は
、
ア
ッ
キ
ガ
イ
科
の
巻
貝
に
あ
る
パ
ー
プ
ル
腺
か
ら
取
ら
れ
る

染
料
を
得
る
た
め
に
は
、
ア
ッ
キ
ガ
イ
科
の
巻
貝
に
あ
る
パ
ー
プ
ル
腺
か
ら
取
ら
れ
る

色
素
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

色
素
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
（
図
44
））。
一
体
、
一
着
の
服
を
染
め
る
の
に

。
一
体
、
一
着
の
服
を
染
め
る
の
に

何
万
個
の
貝
を
プ
チ
ッ
と
潰
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
…
。
気
が
遠
く
な
り
ま
す
。

何
万
個
の
貝
を
プ
チ
ッ
と
潰
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
…
。
気
が
遠
く
な
り
ま
す
。

KK
：：
貝
紫
と
「
モ
ー
ヴ
」
の
色
合
い
は
、
青
木
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
近
い
で
す
か
？
そ
れ
と

貝
紫
と
「
モ
ー
ヴ
」
の
色
合
い
は
、
青
木
さ
ん
の
目
か
ら
見
て
近
い
で
す
か
？
そ
れ
と

も
遠
い
？

も
遠
い
？

青
：
青
：
そ
う
で
す
ね
…
。
貝
紫
の
方
が
も
う
少
し
赤
み
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は

そ
う
で
す
ね
…
。
貝
紫
の
方
が
も
う
少
し
赤
み
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は

当
時
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
近
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
貝
紫
染
め
の
技
術
は

当
時
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
近
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
貝
紫
染
め
の
技
術
は
1616
世
紀
ま

世
紀
ま

で
に
欧
州
で
途
絶
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
貝
紫
以
外
で
紫
を
染
め
よ
う
と
し
て
も
、
藍

で
に
欧
州
で
途
絶
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
貝
紫
以
外
で
紫
を
染
め
よ
う
と
し
て
も
、
藍

と
コ
チ
ニ
ー
ル

と
コ
チ
ニ
ー
ル
（
注
（
注
22
））
を
掛
け
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
ま
た
工
程
が
た
く
さ

を
掛
け
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
ま
た
工
程
が
た
く
さ

ん
要
る
わ
け
で
す
か
ら
。

ん
要
る
わ
け
で
す
か
ら
。

KK
：：
そ
れ
で
紫
の
液
に
可
能
性
を
感
じ
た
パ
ー
キ
ン
は
、
染
料
開
発
に
挑
ん
だ
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
で
紫
の
液
に
可
能
性
を
感
じ
た
パ
ー
キ
ン
は
、
染
料
開
発
に
挑
ん
だ
わ
け
で
す
ね
。

な
に
せ
一
年
後
に
は
染
料
の
工
場
を
作
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

な
に
せ
一
年
後
に
は
染
料
の
工
場
を
作
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

青
：
青
：
発
見
後
す
ぐ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
名
な
染
色
会
社
に
そ
れ
が
染
料
と
し
て
使
え
る

発
見
後
す
ぐ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
名
な
染
色
会
社
に
そ
れ
が
染
料
と
し
て
使
え
る

か
ど
う
か
試
し
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
報
告
書
に
「
素
晴
ら
し
い
で
す
、

か
ど
う
か
試
し
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
報
告
書
に
「
素
晴
ら
し
い
で
す
、

こ
れ
は
す
ご
い
発
見
で
す
よ
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
父
親
や
友
人
に
相
談
し
て
お
金
を

こ
れ
は
す
ご
い
発
見
で
す
よ
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
父
親
や
友
人
に
相
談
し
て
お
金
を

集
め
、
工
場
を
作
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

集
め
、
工
場
を
作
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

KK
：：
人
類
初
の
合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
ね
！

人
類
初
の
合
成
染
料
「
モ
ー
ヴ
」
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
ね
！

青
：
青
：「「
モ
ー
ヴ
」
は
塩
基
性
染
料

モ
ー
ヴ
」
は
塩
基
性
染
料
（
注
（
注
33
））
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
媒
染

な
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
媒
染
（
注
（
注
44
））
が
必
要
だ
っ

が
必
要
だ
っ

た
天
然
染
料
と
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
染
め
る
の
が
楽
な
ん
で
す
。
助
剤
と
し
て
水
酸
化
ナ
ト

た
天
然
染
料
と
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
染
め
る
の
が
楽
な
ん
で
す
。
助
剤
と
し
て
水
酸
化
ナ
ト

図2　英国で出版されたW.パーキンの伝記。図2　英国で出版されたW.パーキンの伝記。
S. Garfield著『MAUVE』 W.W.NORTONS. Garfield著『MAUVE』 W.W.NORTON
&COMPANY, 2000年&COMPANY, 2000年

図4-1　 世界最大の貝紫用の貝、アカニシを解体しているところ。黄色い図4-1　 世界最大の貝紫用の貝、アカニシを解体しているところ。黄色い
部分が染料になる。部分が染料になる。

図4-2　アカニシから採った染液で染め上げ、仕上げ工程をしている様子。図4-2　アカニシから採った染液で染め上げ、仕上げ工程をしている様子。
図4-3　貝紫で染めた絹糸。図4-3　貝紫で染めた絹糸。

図4-1図4-1

図4-2図4-2

図4-3図4-3

図3　右上：アニリンの構造式　下：モーヴ図3　右上：アニリンの構造式　下：モーヴ（モーベイン）（モーベイン）の構造式の構造式

画像提供：青木正明氏画像提供：青木正明氏
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リ
ウ
ム
を
使
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
。

リ
ウ
ム
を
使
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
。

KK
：：
そ
の
助
剤
は
「
モ
ー
ヴ
」
を
溶
か
し
た
水
溶
液
に
一
緒
に
入
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
以

そ
の
助
剤
は
「
モ
ー
ヴ
」
を
溶
か
し
た
水
溶
液
に
一
緒
に
入
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
以

前
に
お
伺
い
し
た
天
然
染
料
の
場
合
だ
と
、
様
々
な
水
溶
液
を
準
備
し
て
、
段
階
ご
と
に
何

前
に
お
伺
い
し
た
天
然
染
料
の
場
合
だ
と
、
様
々
な
水
溶
液
を
準
備
し
て
、
段
階
ご
と
に
何

度
も
染
め
る
と
い
う
工
程
が
必
要
で
し
た
が
…
。

度
も
染
め
る
と
い
う
工
程
が
必
要
で
し
た
が
…
。

青
：
青
：
そ
こ
が
大
き
な
違
い
で
す
ね
。
助
剤
を
含
め
、
一
つ
の
水
溶
液
の
な
か
で
染
色
が
完
了

そ
こ
が
大
き
な
違
い
で
す
ね
。
助
剤
を
含
め
、
一
つ
の
水
溶
液
の
な
か
で
染
色
が
完
了

し
ま
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
一
回
で
染
ま
り
ま
す
。

し
ま
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
一
回
で
染
ま
り
ま
す
。

KK
：：
簡
単
に
大
量
に
染
め
ら
れ
た
？

簡
単
に
大
量
に
染
め
ら
れ
た
？

青
：
青
：
そ
う
で
す
。
パ
ー
キ
ン
が
初
め
て
作
っ
た
時
は
液
体
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
彼
は
こ
の
染

そ
う
で
す
。
パ
ー
キ
ン
が
初
め
て
作
っ
た
時
は
液
体
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
彼
は
こ
の
染

料
を
粉
で
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
水
溶
液
に
し
て
染
め
ま
し
た
。

料
を
粉
で
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
水
溶
液
に
し
て
染
め
ま
し
た
。

KK
：：
工
程
も
何
も
か
も
画
期
的
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

工
程
も
何
も
か
も
画
期
的
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

青
：
青
：
は
い
。
こ
の
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
が
き
っ
か
け
で
、
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
鮮
明
な
緑

は
い
。
こ
の
「
モ
ー
ヴ
」
の
発
見
が
き
っ
か
け
で
、
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
鮮
明
な
緑

や
赤
な
ど
様
々
な
色
の
合
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
赤
な
ど
様
々
な
色
の
合
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

KK
：：
1919
世
紀
後
半
は
、
服
飾
の
流
行
が
加
速
し
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
が
誕
生
し
た
り
、
フ
ァ
ッ

世
紀
後
半
は
、
服
飾
の
流
行
が
加
速
し
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
が
誕
生
し
た
り
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
雑
誌
が
普
及
し
た
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
が
次
々
に
創
業
し
た
り
…
。
様
々

シ
ョ
ン
雑
誌
が
普
及
し
た
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
が
次
々
に
創
業
し
た
り
…
。
様
々

な
要
因
で
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
る
欲
望
が
喚
起
さ
れ
、
短
期
的
に
流
行
が
移
り
変

な
要
因
で
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
る
欲
望
が
喚
起
さ
れ
、
短
期
的
に
流
行
が
移
り
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
が
、「
色
」
の
変
化
は
と
て
も
重
要
で
す
。
誰
の
目
に
も
分
か
り
や
す

わ
っ
て
い
く
の
で
す
が
、「
色
」
の
変
化
は
と
て
も
重
要
で
す
。
誰
の
目
に
も
分
か
り
や
す

い
「
色
」
が
流
行
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
「
流
行
か
ら
遅
れ
た
色
」

い
「
色
」
が
流
行
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
「
流
行
か
ら
遅
れ
た
色
」

も
生
ま
れ
ま
す
か
ら
。
合
成
染
料
の
出
現
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
賞
味
期
限
を
早
め
た
こ
と
は

も
生
ま
れ
ま
す
か
ら
。
合
成
染
料
の
出
現
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
賞
味
期
限
を
早
め
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

青
：
青
：
そ
う
で
す
ね
、
次
々
に
新
し
い
色
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
パ
ー
キ
ン
は
合
成

そ
う
で
す
ね
、
次
々
に
新
し
い
色
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
パ
ー
キ
ン
は
合
成

染
料
で
と
て
も
儲
け
た
よ
う
で
す
よ

染
料
で
と
て
も
儲
け
た
よ
う
で
す
よ
（
笑
）

（
笑
）。
し
か
し
彼
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、

。
し
か
し
彼
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
3030
代
で
会
社

代
で
会
社

を
す
べ
て
人
に
譲
っ
て
、
ま
た
化
学
研
究
の
世
界
に
戻
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
後
に
何
本
も

を
す
べ
て
人
に
譲
っ
て
、
ま
た
化
学
研
究
の
世
界
に
戻
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
後
に
何
本
も

論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
パ
ー
キ
ン
が
合
成
染
料
を
発
見
し
た
お
陰
で
、
そ
の

論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
パ
ー
キ
ン
が
合
成
染
料
を
発
見
し
た
お
陰
で
、
そ
の

後
の
染
色
は
飛
躍
的
な
進
歩
を
み
せ
た
わ
け
で
す
。

後
の
染
色
は
飛
躍
的
な
進
歩
を
み
せ
た
わ
け
で
す
。

KK
：：
な
る
ほ
ど
。
今
、
私
た
ち
が
見
て
い
る
人
工
物
が
鮮
や
か
な
の
は
、
彼
の
功
績
が
大
き

な
る
ほ
ど
。
今
、
私
た
ち
が
見
て
い
る
人
工
物
が
鮮
や
か
な
の
は
、
彼
の
功
績
が
大
き

い
の
で
す
ね
。

い
の
で
す
ね
。

青
：
青
：
早
か
れ
遅
か
れ
合
成
染
料
は
出
来
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
キ
ニ
ー
ネ
の
実
験
中

早
か
れ
遅
か
れ
合
成
染
料
は
出
来
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
キ
ニ
ー
ネ
の
実
験
中

の
失
敗
作
が
紫
で
な
け
れ
ば
、
合
成
染
料
の
開
発
は
数
十
年
遅
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
失
敗
作
が
紫
で
な
け
れ
ば
、
合
成
染
料
の
開
発
は
数
十
年
遅
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

KK
：：
こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で
33
回
に
わ
た
り
、
染
色
に
つ
い
て
専
門
的
な
お
話
を
お
伺
い
し
て
き
ま
し
た
。

回
に
わ
た
り
、
染
色
に
つ
い
て
専
門
的
な
お
話
を
お
伺
い
し
て
き
ま
し
た
。

化
学
式
を
用
い
た
解
説
は
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
け
ど

化
学
式
を
用
い
た
解
説
は
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
け
ど
（
笑
）

（
笑
）、
ど
の
回
も
刺
激
的
で
と
て
も

、
ど
の
回
も
刺
激
的
で
と
て
も

面
白
い
お
話
で
し
た
。

面
白
い
お
話
で
し
た
。

青
：
青
：
こ
ち
ら
こ
そ
、
貴
重
な
収
蔵
品
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
ち
ら
こ
そ
、
貴
重
な
収
蔵
品
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

KK
：：
青
木
さ
ん
は
染
色
の
世
界
で
長
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
に
今
後
の
展
望
な
ど

青
木
さ
ん
は
染
色
の
世
界
で
長
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
に
今
後
の
展
望
な
ど

を
お
聞
か
せ
頂
け
ま
す
か
？

を
お
聞
か
せ
頂
け
ま
す
か
？

青
：
青
：
そ
う
で
す
ね
、
私
は
天
然
染
料
を
生
業
に
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
そ
の
可
能
性
を
追

そ
う
で
す
ね
、
私
は
天
然
染
料
を
生
業
に
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
そ
の
可
能
性
を
追

求
し
て
い
き
た
い
な
、
と
。
最
近
は

求
し
て
い
き
た
い
な
、
と
。
最
近
はSD

G
s

SD
G

s

の
意
識
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

の
意
識
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

だ
け
で
な
く
企
業
か
ら
も
天
然
染
料
で
何
か
で
き
な
い
か
、
と
オ
フ
ァ
ー
し
て
頂
く
こ
と
が

だ
け
で
な
く
企
業
か
ら
も
天
然
染
料
で
何
か
で
き
な
い
か
、
と
オ
フ
ァ
ー
し
て
頂
く
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
天
然
染
料
の
良
さ
や
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
し

増
え
て
き
ま
し
た
。
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
天
然
染
料
の
良
さ
や
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

KK
：：
ま
た
是
非
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
授
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
是
非
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
授
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
33
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
本
当

回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　  

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）  

聞
き
手
・
筒
井
直
子
　

聞
き
手
・
筒
井
直
子
　

2
0
2
2

2
0
2
2
年年
66
月月
2323
日日  

取
材
取
材

青
木
正
明
氏

青
木
正
明
氏  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

天
然
色
工
房

天
然
色
工
房tezom

eya
tezom

eya

主
宰
、
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

主
宰
、
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

准
教
授
兼
務
。

准
教
授
兼
務
。

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル
に
て

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル
に
て

企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を
利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天

企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を
利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天

然
染
料
へ
の
造
詣
を
深
め
、
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

然
染
料
へ
の
造
詣
を
深
め
、
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

色
研
究
家

色
研
究
家  

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
古
代
染
色
研
究
の

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
古
代
染
色
研
究
の

た
め
た
め
2
0
0
2

2
0
0
2
年
に
独
立
。

年
に
独
立
。

青木正明著『伝統色づ青木正明著『伝統色づ
くり解体新書「天然染くり解体新書「天然染
料と衣服」 カラー写真料と衣服」 カラー写真
で理解する染めの再現』で理解する染めの再現』
（日刊工業新聞社）（日刊工業新聞社）

注
釈
注
釈

（（
11
））    

ア
ニ
リ
ン
か
ら
合
成
さ
れ
た
紫
色
の
人
工
の
染
料
。
モ
ー
ベ
イ
ン
と
も
い
う
。

ア
ニ
リ
ン
か
ら
合
成
さ
れ
た
紫
色
の
人
工
の
染
料
。
モ
ー
ベ
イ
ン
と
も
い
う
。

（（
22
））    

中
南
米
の
ウ
チ
ワ
サ
ボ
テ
ン
に
寄
生
す
る
虫
。
体
内
に
蓄
積
す
る
赤
が
繊
維
製
品
や
食
品
の
染
料

中
南
米
の
ウ
チ
ワ
サ
ボ
テ
ン
に
寄
生
す
る
虫
。
体
内
に
蓄
積
す
る
赤
が
繊
維
製
品
や
食
品
の
染
料

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（（
33
））    

分
子
中
に
ア
ミ
ノ
基
や
イ
ミ
ノ
基
な
ど
の
塩
基
を
も
ち
、
水
溶
液
中
で
陽
イ
オ
ン
と
な
る
染
料
。

分
子
中
に
ア
ミ
ノ
基
や
イ
ミ
ノ
基
な
ど
の
塩
基
を
も
ち
、
水
溶
液
中
で
陽
イ
オ
ン
と
な
る
染
料
。

（（
44
））    

繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
、
染
料
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
薬
剤
。
鉄
や

繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
、
染
料
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
薬
剤
。
鉄
や

ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
が
あ
る
。

ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
が
あ
る
。

図5　「モーヴ」で染められた鮮明図5　「モーヴ」で染められた鮮明
な紫色のドレスが1860年代のな紫色のドレスが1860年代の
ファッション誌に頻出している。ファッション誌に頻出している。
全て『Journal des demoiselles』全て『Journal des demoiselles』
誌より。左から1867年、1862誌より。左から1867年、1862
年、1864年刊行。年、1864年刊行。



21 20服をめぐる  2 0

パラソルのための保存容器。パラソルのための保存容器。

長さ約77cm、幅約21cm、長さ約77cm、幅約21cm、

高さ約15cm。高さ約15cm。

象牙製の柄の部分を象牙製の柄の部分を

薄葉紙でくるみ、紐薄葉紙でくるみ、紐

で固定。で固定。

傘地との段差を考慮傘地との段差を考慮

し、柄がのる部分をし、柄がのる部分を

少し高くしている。少し高くしている。

サンゴ製のハンドル部分。サンゴ製のハンドル部分。

壊れやすい部分にテン壊れやすい部分にテン

ションがかからず、中空ションがかからず、中空

に浮くような形で保管でに浮くような形で保管で

きるよう設計している。きるよう設計している。

容器内で動かないよう、容器内で動かないよう、

傘地部分を薄葉紙でく傘地部分を薄葉紙でく

るんで、紐で優しく結ぶ。るんで、紐で優しく結ぶ。

蓋を開けたところ。保存容器に蓋を開けたところ。保存容器に

留めつけられた留めつけられた33本の紐でパラ本の紐でパラ

ソル本体を固定し、保管するソル本体を固定し、保管する

構造になっている。構造になっている。

拡大図拡大図

拡大図拡大図

拡大図拡大図

前号では、収蔵品の形状・素材・状態に合わ
せて、収蔵庫で保管するための容器を製作する
仕事を紹介し、その事例をご紹介しました。

今回の保存容器は1860年代のパラソルのため
のもの。傘地（生地）は白の絹製で、縁にはシュ

ニールの飾りがついています。そして、柄の部分は
象牙、ハンドルはサンゴで作られており、複雑な形

状、かつ壊れやすい素材でできています。
このパラソルのためにどのような保存容器を作った

のか、ご覧に入れましょう。 （伊藤ゆか）
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前号に続いて、今回も収蔵品の
保存容器をご紹介します。
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本作品は、19世紀後期の日本において、欧米
市場向けに制作・輸出された扇です。扇を開
くと、浮世絵風の人物などが蒔絵で加飾され
ていますが、今回近接したのは、親骨に彩ら
れたこちらの動植物。近接することでよりはっ
きりと伝わる、艶やかな光沢を帯びた南天の実
や、ノゴマと思われる鳥の丁寧に描かれた羽と
金色に光る目。今にもこちらに飛び出してきそ
うなその立体感には、「芝山細工」と呼ばれる
嵌装が用いられています。貝やヒスイ、サンゴ、
ベッコウなどを用い、本作品には他にも菊や萩、
小鬼百合など秋を感じさせる絵柄が描かれて
います。繊細かつ複雑な手仕事による工芸品
は、その文様の美しさ
や珍しさも相まって、
西洋のひとびとを魅了
しました。（五十棲）

扇
製作地：日本
製作年：19世紀後期

薄板状の象牙をリボンで繋げたブリゼ型。
蒔絵や象嵌による装飾。
要のタッセル飾りには象牙の緒締玉付き。
寸法は高さ19.6cm、扇面幅34cm。

京都服飾文化研究財団所蔵
リチャード・ホートン撮影

▶ 1870年代に日本の小袖
からロンドンで仕立てなお
されたドレス。本品の扇と
ともに、当時、欧米で流行
していた日本趣味がよく表
れている。
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おしらせ

KCIギャラリー展示「フランス文学が誘
いざな

う街とファッション
―19世紀後期から20世紀へ―」を開催します。

編集後記編集後記服をめぐる服をめぐる
今号から新たなコーナー「学芸員の虫眼鏡」今号から新たなコーナー「学芸員の虫眼鏡」

が始まりました。私たちが普段、収蔵品に接が始まりました。私たちが普段、収蔵品に接

していると、手の込んだ細かな技法や素材にしていると、手の込んだ細かな技法や素材に

驚かされることが多くあります。そして、「これ驚かされることが多くあります。そして、「これ

見て！見て！」と誰かと驚きを共有したい気見て！見て！」と誰かと驚きを共有したい気

持ちが沸々と湧いてきます。そこで、このた持ちが沸々と湧いてきます。そこで、このた

び収蔵品の細部にグッと接近したものをお見び収蔵品の細部にグッと接近したものをお見

せするコーナーを設けました。一緒に虫眼鏡せするコーナーを設けました。一緒に虫眼鏡

を覗くつもりで皆さまと驚きを共に出来れば…を覗くつもりで皆さまと驚きを共に出来れば…

と願っています。と願っています。

 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第20号 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第20号
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19世紀後期、近代的な都市に生まれ変わったパリは、19世紀後期、近代的な都市に生まれ変わったパリは、

多様な文化、芸術、そしてファッションで彩られました。多様な文化、芸術、そしてファッションで彩られました。

その華やかで美しい様子は、当時の画家や小説家らその華やかで美しい様子は、当時の画家や小説家ら

が克明に描き出しています。本展示では、19世紀末が克明に描き出しています。本展示では、19世紀末

から20世紀初頭のパリの情景を著したフランス人作から20世紀初頭のパリの情景を著したフランス人作

家マルセル・プルーストによる『失われた時を求めて』家マルセル・プルーストによる『失われた時を求めて』

の描写を手掛かりに、KC Iの収蔵品のなかから約10点の描写を手掛かりに、KC Iの収蔵品のなかから約10点
の衣装類を展示します。プルースト没後100年の今年、の衣装類を展示します。プルースト没後100年の今年、

皆さんを当時のパリへと誘います。皆さんを当時のパリへと誘います。

会期
開館時間
休館日
会場

2022年9月26日（月）～ 12月23日（金）
午前9時30分～午後5時 ＊入館は午後4時30分まで
土・日・祝日 ＊ただし、11月3日（木・祝）は開館

新型コロナウイルス感染症への対応等、最新の情報についてはKCIホームページをご確認ください。
新型コロナウイルス感染症対策のため、会期や入館方法の変更、休館の可能性があります。

KCIギャラリー ＊86m²
京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103 
株式会社ワコール京都ビル内
無料入場料

パキャン デイ・ドレス　1903年頃　パキャン デイ・ドレス　1903年頃　
京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影　京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影　


